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新医学教育学入門 番外編  

－マレーシア国際医学大学視察報告記 後編一   

等嶋吉保（徳島大学医学部・医学教育統合支援センター主任，消化器外科）   

に非常に大きな投資を行ない数十人規模の  
オフィスで来年4月完成をめざして構築中  
で，担当兼任者は来年の日本医学教育学会  
には売り込みに来る予定のようです。   

臨床分校の様子  

鱒禦Z（臨床実習）Ⅰ享学生の3分の2  
以上が海外の提携療で受け軒わ軋こ 
は血鵬の学校案内に沿ちて台品彿mの臨  
床分校でのプロ．グラム（50m伊二10）を紹  

回卯分の実習で身体診察と医療面揆を指  
導しています。まず約40名の学生に対し  
てSPとともに30分ほど講義し，その後  
学生6一づ名にSPl名，教官1名がつき小  
部屋で参加型実習します（写兼）。St＞の時  
給はM15（450円）で普通のバイトの2－  
3倍なので，非番の警官や留学前の先輩学  
生なども含まれます。年2回募集して4時  
間の謂習を行ない補充して常に数十人を確  
保するそうです。CSUの管理運営やSPの  
養成や管理を行なうスタッ7が数名配置さ  
れ，教官をサポートしていました。   

臨床分校のCSUでしは，多くの小部屋に  
点滴，縫合セット，内診モデルと膣鏡，直  
腸診察モデルと肛門鏡などが常時机に広げ  
られており，学生はいつでも練習ができる  

体制が整備されていました。ここにも元看  
篠師のスタッフが3人いて管理や指導を行  
なっていました。   
今年度．日本の国立大学医学部では，1  
枚あたり4000万円相当の医学軟膏機材が  
購入されました。しかし，有給模擬患者，  

管理指導専任のスタッフ，十分な実習スペ  
ースを継続して確保することが次の課題と  
なりそうです。  
開業医実習   
Sem2とS¢m4で，近郊の開業医を1週  
間訪問し，患者の間照点，診療所の構造，  
多様なスタッフに関して学ぶプログラムで  
す。各自が別々の開乗医を見学しているた  
め，実習の数週間後に封時間の握り返りセ  
ッションを行なってViました。  

図書館   
限られた赦さを特定の学生が抱え込ま  
ないように有料貸じ出し制度をセり，．3時  

間以内，2日以軋5日以内の3二う・の借り  
方ができるシステムがおもしろいと思いま  
した。  
医学博物館∵・、・へ   
広い部屋の周囲はついたてで仕切られ，  

腋語系統別に多様夕人体や組織模型とホノレ  
マリン標本のぴんが多数陳列され，最低毎  
週1時間はここで学ぶように時間軸が組ま  
れていました。現在，顕徴餞は10台程度  
しかなく，パネル展示やコンピューターで  

学べるコンテンツを充実する方針と鋭明き  
れました。人体解剖はなく組織実習もほと  
んど行なわれていません。  
E－1也血gL且b   
多数のコンピューターを並べたラボが教  
室あり，毎週1時間の学習と週末にはオン  
ライン評価を受けることになっています。  
ⅥけU（Vir伽血＝m扇仙刃IU血▼e巧i吋）   
正一lemingの高度発展型で，鋸U・はこれ  

前帯では5年制のマレーシア国際医学大  
学（MU）の概要とPh那el（蹄床実習例  
数育）について紹介しました。今週は私が  
見学させていただいたPBLと平行して行  
なわれる臨床技能実習と図書館，医学博物  

館などの施設，後半のP血きe2（臨床実習）  

の紹介です。   

海床前教育での特色  

MUのPbぉel（臨床前教育）の特徴は，  
45週間にわたる臓器系統別コースでPBL，  
講義，模猟患者を使った臨床技能実習，模  
型での解剖学実習，病院実習，E－1由mhg  
十オンライン評価の同時並行のカリキュラ  
ムにあります。   
Se皿朗t訂（以下Semと表記）は半年のプ  
ログラム単位ですが，Sem3の呼吸器コー  
ス（4週間）の週間予定表を見ると，各過  
とも朝8時か 
前10時半からPBLか週1回90分のCSU  
実習（後述），甜分ずつのOuS（On血e  
血g血t訂aCdve5ys也m），解剖実習代わ  
りの医学博物館での学習と措定文献を読む  
刃R（A成田edbde匹ndentRea血g）．z週  
間に1回の臨床分倭での実習（半日）があ  
ゃます。週末にはSmO5（S加Ctll托d bde－  
血d仇l血gO血亡Sys也m）によ◆る評  
ご 価が行なわれ，4週日の金曜日に試験とポ  
ートフォリオの連出があります。朝8暗か  
ら18時まで過50時間のカリキュラム粋が  
ありますが，学生が拘束されるのは週17  
時間程度で残りは自習時間です。他に毎週，  

klamicS山dy，Mo血S血中，金曜礼拝に各  
120分を剥いておりイスラム教国であるこ  
とを実感しました。   
PBLはPba災■1を適して行なわれ，S¢m  
3の呼吸器コースと50m5の＿神経コースに  
参加∴見学しました。’rr■固9伊凱ミ▲週2国  

で1つのシナリオを終了する方式で，1回  
目で学習辣忍を抽出して分担を決め，2回  
目に各自の学習内容を発表して討論してい  
ました。チューター不足のために，1グル  
ープ学生1ひ－13名と過剰気味でした。シ  
ナリオはA4半分程度ですが，A4に1－2  
枚のMⅣ資科には10項乱程度の学習課題  
リストが示きれ，指導の目安になっていま  
叫Lた。テユーターは学生を評価していませ  

Jでしたが，現在検討中だそうです。  

CSU（Cli血∞1引出＝仇血）   

CSU（C血i七山Slユ11Unit）は，mIUの特  
徴の1つであり，本校と臨床分校それぞれ  
にあります。本校CSUは有給模撮患者  
（SP）を数十名抱え，腋霹系統別の毎週1  

●国際医学大学C5t一における実習  

CommⅦn吋一員mnyCさ馳馳1dy（CFCS）   
ユ年間にわたり，学生は2人一組で田舎  
に住む慢性疾患患者か健康な新生児を継続  
的に受け持つ。患者の医学的側面以外の生  
活，地域社会，心理，家族，文化民間療  
法などの側面に関して学ぶ。 

その他の情報   

進鳥   
海外協力枚の卒業生の進路は多様です。  
英国では医師不足のため，卒後研修を．受け  

て医師としての勤務を続けられる可能性は  
高いようです。  
進級判定   
pba虻1で3臥ph鮎¢2で2回の大きな  
試験があり，釣30％が再就農を受けて，  
進放率は釣卯％。在籍できる期間はphぉe  
l－ユともに上限3年半です。  

学費   
Ph鮎elはM19600／紙皿鰐ter，門l鮎e2  
の国内臨床実習では，M30000／8餌l郎t亡r  
です（RMl＝三約30円）。5年間の学費は  
日本円で約750万円程度ですので，国庫助  
成はないにもかかわらず．日本の私立医大  
上りはかなり安く，日本からの入学も歓迎  

すると言われていました。  

学生は高校卒葉して入学します。毎年数  
名の外国人がいる以外はマレーシア人で，  

民族比は中国系が80％，マレー系10％，  
イ㌢ 
材も緬L’の討論もすべて英語です。教官  
も，欧米人を含む多様な本穏がおり■，ほと  
んどが欧米への留学経験を有します。   
私は9月15日から19日の過にお邪魔し  
ましたふ．今級も日本の関係者が多数訪問す  
ることになると思われ，簡単に交通の便な  
ど紹介します。クアラルンプールヘの直行  
便は6十7時間で，現在JALが成田から毎  
月1」更，マレーシア航空は成田から毎日2  
傭，瀬空から還4便，名古屋から遇3便（箱  
画強ち’は運休中主です。IMU本校へは，  
市内からタクシーで加分（600円前後）．  
モソ 
りです。私は急な手配で航空運貸＋宿泊6  
泊で14万円弱かかりましたが，もっと安  
くあげる方法がありそうです。意外と手軽  
に訪問でき，大西先生の配慮で大きな刺激  

と学びを得たと感謝しています。  
（なお，MUの情報は山中ノ／ww帆血u．du．my／  

もご参照ください）  

と外来診療セ  
ここで  

300名近くが臨床実習痘－して∨；′ます。梅床  
分校の教官は国立病院で診療を捷供します  
が，病院から給料を貰わない代わりに学生  

の実習費用も払わなくていいょうです。日  
本の国立大学の法人化後の医学廊と附属病  
院の関係の参考になるかと思いました。   
隣席実習は，徳島大学の新カリでは5年  
生で41過，6年生で学外実習甘週を眉択  
して．も合計49過に過ぎませんが，m瓜丁で  

は合料108週もあります。臨床分校にも  
PBL象csu（n血c山S出刃口鎚t），囲書館，  
博物館，E－l胡瓜hgL血があります。学生  
の当直待機のom山momもありました。   
以下，Pha馳Ⅱカリキュラムの概要を示  
します。  
S比n石：オリエンテーションの後，内科・  

外科・小児科・家庭医学を各6週間ローテ  
ート（合計別牒）。T鮎ヒもびedle血g，  
外来センターや病棟の回診を含む。  
5em7：産科，整形外科，精神科を各6週  
間ローテート。終了時にはエビアン対こ基  
づく症例撲示が必要。最後にd菖cBを含  
む寺門進級試験。  
S触8：家庭医学4週間と眼科，耳鼻咽喉  
科，反照科，臨床病理各2週間の後，1ユ  
週間の選択必修コース（3週間ずつ内科系  
と外科系の専門科を体験），選択コース（自  
由な研究活動やカリキュラムでは体験でき  
ない実習。ボランティア，小学校での教育，  

食品づく、りなどさまざま）がある。  

鮎血少：婦人科，こ▼外科，内科i小児科を各4  
週間，麻酔科，救急，．放射線科を各2週間云  

終了時にはOSCEを含む最終専門試験。  
SemlO：卒業時ドインターンとして病棟  
勤務するために必要なスキル，と態度を獲得  
するため，6つの診療科で「影のインター  
ン」として働きながら学ぶ。指導医の下，  

日本の研修医と同様の環境で働き，この間  
の成果をポートフォリオに記録する。評価  
は，ポートフォリオ内容を確認 
頭試問で行なわれる。  

水・胃管門七甲照  
多彩な症状で柵査加療のため入院した62歳女性  急性腎不全での輸液療法…………………… 菱田 明・他  

横紋筋融解・皿Shき叩dmmeでの輸液療法  
■輸液の原理・原則  
体液量の把握と対応…………………い‥‥・‥ 飯野靖彦・他  
水・電解質異常へのアプローチ‥…‥…・・……… 須藤 博  
酸塩基平衡異常へのアプローチ………・・…・ 宮崎正信・他  
輸液療法の原理‥・……・…‥……・……………・ 遠藤正之  
静脈栄養法の原則……・・・・・・…………‥・…… 西 慎一・他  
高カロリー輸液の基本……………・…・・＝・・・・…‥… 竹本文集  
高齢者（後期高齢者）での水・電解質異常・‥小山雄太・他  
薬剤による水・電解質異常…………・……‥ 海津致司・他  

■電解質異常の把握と対策  
低ナトリウム血症への対応………………… 今井裕一・他  
高カリウム血症をきたす疾患と対応………斉間恵樹・他  
低カリウム血症をきたす疾患と対応…・・………・ 加藤菅夫  
高カルシウム血症をきたす疾患と対応…………深川雅史  
Mg異常，微量元素異常をきたす疾患と対応  

供名林直彦・他  
●救急神経症候の慮別とマネジメント（11）   
低（隠）酸素・虚血後脳症のne11rOてddc山c訂e  

石村栄治・他  
急性肝不全での輸液療浩一脳浮腫・・肝性脳症への対応  

平方秀樹・他  
●カラーグラフ 手で診るリウマチ（11）   
ステロイド紫艶先端巨大症………………… 上野征夫  
●目でみるトレーニング…………………‥ヰ 倉 徹・他  

●新築情報（34）   

レフルノミ ト………・・……‥・…・…………・… 越前宏俊  

急性下痢症での胞液‥・…・…………・…・………・¶・小林偉ニ  
ショック状態（出血，‘敗血症性）への対応と輸液療法  

熱中症での輸液療法……‥・……………………… 膝元昭一  
熱傷での輸液療法・…・・…………………‥、…‥＝・・一・ 青山 久  
■水・電解質異常をきたす特殊な病態の角牢説  
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特集 臨床研修コアスキル  
●B5・予定貫600 予価丁，350円（本体7，㈱円＋税5％）  

B血症候群  
Gitdmm症候群……………………………‥・…… 

Liddl¢症候群………………………………・・＝・・ 
竹内和久  
佐々木 成  
五十嵐 隆  

次号12月号くVol．40，No．13〉  
今月の主題 肺炎  

C酌b血s山wasmgs叩血om¢……………・・・‥・… 石川≡衛  大橋宏重・他  
■疾患・病態での治療法  
脳血管障害における輸液療法……………… 大生定義・他  
糖尿病性昏睡での輪薇頗法・・……………‥・イ、林哲郎・他  
乳酸アシドーシスの診断と治療……‥・……・…‥ 鈴木洋遺  
尿細管性アシドーシスの発見と治療…………・・・冨田公夫  

■トピックス  
Nu扇dond餌p匹正team（NST）について………黒川 剤  
【連載】  
●聖路加国際病院内科グランドカンファレンス（2）  

●B5 月刊1部定価（本体ユβ00円＋税）   
年間予約購読料 定価35，3卸円（税込）  
（増刊号を含む13冊発行・配送罰サービス）   

kashi
テキスト ボックス
62




 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
医学教育のエスノメソドロジー －医療面接実習と OSCE の相互行為的基礎－ 
（平成１５年度～平成１７年度科学研究費補助金（基盤研究（Ｂ））研究成果報告書） 
課題番号：15330100 
発行日：平成１９年 3 月１６日 
編集発行：樫田美雄 
 〒770-8502 徳島市南常三島町 1 丁目 1 番地 
 （０８８）６５６―９３０８ E-mail:Kashida@ias.tokushima-u.ac.jp 

http://www.ias.tokushima-u.ac.jp/social/ 

 


